デューイ スクール Dewey School ノ カリキュラム ケイタイ ニ カンスル ケンキュウ シゴト occupation ノ セイリツ カテイ ト ソノ イチズケ オ ブンセキ シカク トシテ by 森, 久佳
氏     名 森   久 佳 
学 位 の 種 類  博   士（文  学） 
学 位 記 番 号  第4624号 
学位授与年月日  平成17年3月24日 
学位授与の要件  学位規則第４条第１項該当者 
学 位 論 文 名  デュー イ・スクー ル（Dewey School）のカリキュラム形態に関する研究 
             －「仕事（occupation）」の成立過程とその位置づけを分析視角として一 
論文審査委員  主 査 教 授 細 井 克 彦   副主査 教 授 堀 内 達 夫 
         副主査 教 授 湯 川 良 三 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、アメリカの哲学者・教育思想家であるジョン・デューイ（John Dewey,1859‐9 3）が設立・運営
に携わったシカゴ大学附属小学校、通称「デューイ・スクール（Dewey School）」（以下「スクール」と表記）
のカリキュラムの形態を明らかにすることを目的としている。この目的を果たすため、本論の課題は、この学
校で特色と見なされてきた「仕事（occupation）」の活動が、デユーイ・スクールのカリキュラムにおいて成立
し位置づけられた過程とその特質を解明することである。 
本論の特色としては、日本国内にはないデューイ・スクールに関する一次・二次資料を現地で収集し精査す
ることによってスクールのカリキュラムの実態を解明し、その新たなカリキュラム形態のモデルを提示したこ
とが挙げられる。本論によって、国内外におけるこれまでのデューイ・スクールの評価を修正して、カリキュ
ラム研究への現代的意義を見出す一助になると考えられる。 
本論の構成は次の通りである。まず、序章では、本論の枠組みを論じ先行研究を整理した。そして、第1章
から第３章までは、「仕事」を中心とするデューイ・スクールのカリキュラムがどのように構想され、どのよう
に実践化されたか、その具体的な形態を明らかにしている。第４章から第６章までは、「仕事」と諸教科の領域
との関わりに着目しながら、デューイ・スクールのカリキュラムにおける「分化（differentiation）」の過程
について考察している。そして、デューイが着想した「相関（correlation）」概念をこの「分化」の視点から
とらえることで、デューイ・スクールのカリキュラムにおける「仕事」の位置づけと役割を解明することが可
能となった。最後に、終章では、本研究の要約と結論を導き出すことによってその現代的意義を検討し、今後
の研究課題を提示している。 
以上の構成に基づいた本論の概要は、以下の通りである。 
第１章では、デューイ・スクールが開校した当時（1890年代）におけるアメリカの学校教育の現状と照らし
合わせながら、デューイ・スクールの活動の特色を述べている。ここでは、当時のアメリカ都市部において問
題視されていた公立学校の授業実践と、デューイ・スクールの授業実践とを比較することによって、「仕事」の
活動を取り入れたデューイ・スクールの実践の特徴を導き出している。そして、小型の共同体、萌芽的な社会
としての学校を実現するために、デューイ・スクールが「仕事」の活動を導入したこと、また、それをカリキ
ュラムの基本的な活動として位置づけることによって教材の再構成を行っていたことを明らかにしている。こ
うした実践を通して、都市化・産業化によって引き起こされたアメリカ都市部の公立学校におけるカリキュラ
ムの過重や授業形態の機械化・形式化の諸問題を、デューイ・スクールは克服しようとしていたことが再認誠
できる。 
第２章では、開校以前におけるデューイ自身のデューイ・スクールに関するカリキュラム構想とその独自性
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について、当時のアメリカのカリキュラム研究の動向と重ね合わせることによって考察している。そして、こ
の章では、第1章で指摘した「仕事」の活動が、デューイ・スクール開校以前よりすでにデューイの構想にお
いて明確に描かれていたこと、「仕事」を中核に据えたカリキュラムという彼の構想は、従来の「教科」の枠組
みが意識されつつも、「仕事」を中心として再編され、「相関」の要素を十分に備えていたこと、さらに、そこ
には「分化」の発想が反映されていたことを明らかにしている。こうした構想は、当時のアメリカにおけるカ
リキュラム研究の動向を鑑みても、独自の性質を備えていたことがわかる。 
第３章では、デューイ・スクールの開校時期の初期（1896～98年）を「開校後半年間（1896年1～6月）」と
「1896年10月以降」の２つの時期に分けることによって、第２章で検討したカリキュラムの構想がデューイ・
スクールにおいてどのように実践化されたかを論じている。デューイ・スクールのカリキュラムの特徴は、（1）
子どもたちが構成的で直接経験を伴う活動を行うことによって、教科（領域）の必要性を認識し、それらの教
科が相互につながりあっていることを意識できるように工夫され、開発されていたこと、（2）そうしたカリキ
ュラムの形態は、初期の間で大幅に変化していたことである。そして、デューイ・スクールのカリキュラム形
態は、「料理」・「裁縫」・「工作」といった衣食住の活動を基本とする「正規の仕事〈regula occupation〉」が中
核に据えられた形態から、「手工訓練（料理・裁縫・工作）」、「歴史・文学」、「理科」の３領域における各単元
が、他の２つの領域と相互に関連するように開発される形態へと変化していたことが指摘できる。 
第４章では、幼児教育部門である「サブ・プライマリー」部門のカリキュラムとその特色を検討している。
そして、「サブ・プライマリー部門」のカリキュラムが、その年代の子どもにとって親しみのある家庭を中心と
した活動から近隣を題材として扱う活動へと徐々に移行するように構成されていたこと、また、当時のアメリ
カの学校教育体系において問題視されていた幼小分離の事態を打開すべく、「社会的オキュペーション（Social 
Occupation）」の活動が小学校段階の初めに導入されていたことを、明らかにしている。「分化」を標榜してい
たデューイ・スクールのカリキュラムにおいては、幼児教育を担う「サブ・プライマリー部門」のカリキュラ
ムは、まさに「分化」の母胎として位置づけられていたのである。 
第５章では、「歴史」部門と「理科」部門のカリキュラムとその特色を検討することによって、第４章で登場
した「社会的オキュペーション」の活動の実態について「分化」の過程から考察している。ここで明らかなこ
とは、（1）「社会的オキュペーション」の活動が幼小分離の現状を打破する役割を担っていただけではなく、「歴
史」部門と「理科」部門の諸括動が「分化」し、教科（専門）領域として専門化するための基盤でもあったこ
と、（2）デューイ・スクールのカリキュラムにおいて、「社会的オキュペーション」活動が「未分化」と「分化」
の間をつなぐ橋渡し的な役割を担っていたことである。この「社会的オキュペーション」活動という基盤が存
在していたからこそ、「歴史」部門と「理科」部門の諸活動は「分化」による専門化が可能となっていたのであ
り、それらのカリキュラムは、子どもの成長段階を考慮し、その成長時期に合わせて慎重に構成されていたこ
とが確認できる。 
第６章では、「料理」部門、「織物・裁縫」部門、「工作」部門のカリキュラムとその特色を検討し、「仕事」
の具体的な営みとされたこれらの活動と他の諸部門の活動との結びつきに関して、「社会的オキュペーション」
を視野に入れながら考察している。そして、「料理」、「織物・裁縫」、「工作」の各部門の活動は、デューイ・ス
クール開校後間もない頃の中核的な地位から半年後には３領域（「歴史・文学」・「理科」・「手工訓練」）の1つ
として位置づくに至る変化を受けながらも、それぞれが持つ総合性という特色を活かした上で、他の部門との
相関関係を保っていたことを、明らかにしている。これら３部門のカリキュラムの内容も、子どもの成長に合
わせて専門化するという「分化」の過程を有していた。 
終章では、本論の内容を整理した上で、デューイ・スクールのカリキュラム形態が「漸進的分化型カリキュ
ラム」であるという結論を述べている。すなわち、スクールのカリキュラムは、子どもの興味や成長段階を考
慮したうえで、子どもの括動領域が未分化から分化へと漸進的に変化していく、多様性を備えた形態だった。
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ここでいうスクールの「分化」とは、「教科主義」を導く断片的・分断的な性質を備えたものではなく、カリキ
ュラムの統合を目指す鍵概念である。この「分化」を基調としたデューイ・スクールのカリキュラムにおいて、
「仕事」および「社会的オキュペーション」は不可欠な活動であった。この活動を通じて、はじめてデューイ・
スクールのカリキュラムの統合は果たされたのである。さらに、「漸進的分化型カリキュラム」の形態として捉
えられるデューイ・スクールのカリキュラム形態が与えるカリキュラム研究への現代的意義ないし示唆も、こ
うした観点から導き出せる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は、デューイ・スクールにおけるカリキュラムの特色と見なされてきた「仕事（オキュペーション）」
の成立過程とその実態を、時系列的に、かつ、包括的に分析することによって、新たなカリキュラム形態のモ
デルを提示し、国内外のデューイ・スクールに対する評価を修正して、カリキュラム研究に一石を投じている。
いうまでもなく、デューイは現代教育思想の泰斗としてアメリカのみならず日本、中国をはじめ各国の教育に
大きな影響を及ぼしてきたが、彼が設立・運営に関わったシカゴ大学付属小学校（いわゆる「デューイ・スク
ール」：以下、単に「スクール」と呼ぶ）におけるカリキュラムの開発及びその形態に関する研究は近年緒につ
いたばかりである。本論文は、一次資料（『実験学校活動報告』）、二次資料（『デューイ・スクール』、『小学校
記録』など）を現地に赴き、収集・精査しそれを駆使することによって、新たな知見に達した先駆的な業績と、
高く評価できる。以下で、本論文の論旨に基づいて行われた審査の結果について概述する。 
序章では、アメリカ、日本での先行研究を整理・検討し、本論文の課題を設定するとともに、分析枠組みを
手際よくまとめている。まず、本研究の中心的概念である「仕事（オキュペーション）」と「社会的な仕事（オ
キュペーション）」との異同の解明がスクールの特色あるカリキュラムの形態を明らかにすることにつながると
している。それには、デューイが着想した「相関」や「分化」の様相を分析することから、スクールのカリキ
ュラムにおける「部門」と「教科」の役割や位置づけを究明する必要があり、しかも、これらの諸概念は、ス
クールの指導原理である「成長」の概念との関わりで分析することが欠かせないとしている。 
第１章から第３章までは、「仕事」を中心とするスクールのカリキュラムがどのように構想され、実践化され
たかを、1890年代のアメリカ都市部の学校の状況やスクールの設立と関わらせて、具体的に解明している。第
１章では、都市化・産業化によってアメリカ都市部の公立学校が抱えるカリキュラムの過重や授業形態の形式
化などの問題をデューイ・スクールが克服しようとしていたことを再確認している。第２章では、開校以前に
デューイによって構想されたスクールのカリキュラムとその独自性が、当時のアメリカのカリキュラム研究の
動向と重ねて考察されている。そこですでに「仕事」を中核にしたカリキュラムが構想されており、「教科」の
枠組みも、「仕事」を中心に再編され、そこには、「相関」の要素を含めて、「分化」の概念への発想が生かされ
ていると指摘し、デューイにおける「分化」の概念の独自性も「仕事」を介在させることに由来することを明
らかにしている。第３章では、スクールの開校初期（1896～98年）に、第２章の構想がいかに実践化されたか
を検証している。スクールのカリキュラム形態は、初期の間に大幅に変化したことを解明し、具体的な実践を
通して、子どもの変化を観察しながら、カリキュラム形態や教師の組織編制を変える過程を鮮明にまとめてい
る。 
第４章から第６章までは、スクールのカリキュラムにおける「分化」の過程を明らかにしている。「仕事」と
諸教科の領域との関わりに注目し、「相関」を「分化」の視点から捉え直すことによって、「分化」の概念を肉
付けしている。第４章では、幼児教育部門にあたる「サブ・プライマリー」部門のカリキュラムを検討し、そ
の特色が「社会的な仕事」の登場と「分化」の母胎としての位置づけにあるとしている。第５章では、「歴史」
部門と「地理」部門のカリキュラムを分析することによって、「社会的な仕事」の実態と成長段階と関連づけら
れた「分化」の過程を解明している。第6章では、「料理」部門、「織物・裁縫」部門、「工作」部門のカリキュ
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ラムを検討し、「仕事」の諸領域と他の領域の結びつきを、「社会的な仕事」を視野に入れて明らかにしている。 
終章では、本研究を概括した上で、スクールのカリキュラム形態をコア・カリキュラムなど旧来の性格づけ
から脱して、「漸進的分化型カリキュラム」であると結論づけ、問題を提起するとともに、カリキュラム研究へ
の現代的意義を示唆している。 
本論文は、デューイのカリキュラム論を再評価する動きの一環として、スクールのカリキュラム形態にみら
れる変化を明らかにしたものであり、明快な分析枠組みの提示と一次資料、二次資料に基づく実証的な手法に
より、説得力のある結論が導き出され、スクールのカリキュラム形態に関する研究に新たな視角を提示したも
のとして評価できる。さらに、スクールの後期の活動や先行研究との関係を意識的に位置づけることによる研
究の一層の発展が期待される。 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
